
広島湾さとうみ創生コミュニティ 第５回ワークショップを開催しました！
開催日：平成31年 1月 23日（水）18:00-20:30

会  場：JMSアステールプラザ 4 階大会議室B

参加者：29名 

プログラム 
（全体コーディネーター：県立広島大学 百武ひろ子教授） 
 ・これまでの活動の振り返り 
 ・広島湾さとうみ創生コミュニティの成果と課題について 
 ・平成 31年度からの、広島湾さとうみ創生コミュニティ全

体の実施方針 

今回のワークショップでは、平成 30 年 11 月 4 日（日）に開催した「ひろしま湾 秋のミーティング＆マルシェ」の振り
返りを行ったのち、これまでの広島湾さとうみ創生コミュニティの成果と課題について話し合いを行った後、参加者から出さ
れた課題を踏まえ、平成 31年度からの広島湾さとうみ創生コミュニティ全体の実施方針について話し合いを行いました。
参加者からは、広島湾さとうみ創生コミュニティの組織づくり（NPO設立など）、広報の実施、活動資金集めやイベントの

開催など、様々なアイデアが出されました。 
次回のワークショップは、平成 30 年 3 月 2 日（土）13:30 より、イノベーション・ハブ・ひろしま Camps（広島市中

区紙屋町 1-4-3 エフケイビル 1F）で開催し、引き続き広島湾さとうみ創生コミュニティ全体の実施方針についての話し合
いを行いますので、ぜひご参加をお待ちしています。

ワークショップの様子 

今回のワークショップに参加出来なかった方からも、引き続き広島湾さとうみ創生コミュニティでやってみたいことについてのご意見やアイデアをお待ちしておりま
す！ ぜひ広島湾さとうみ創生コミュニティ事務局（hwancommunity@gmail.com）まで連絡をお願いします！
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黄色の付箋紙：これまでの活動の成果         青の付箋紙：課題          ピンクの付箋紙：課題を踏まえた実施方針 

ワークショップのまとめ（広島湾さとうみ創生コミュニティの成果と課題①：各班で出された意見等） 
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○試作を行った

 →クックパッドでのさとうみの幸レシピ募集 

 →広島湾の海賊弁当の試作 

→干潟の大切さを伝える装置の試作

 →さとうみジャーナルの試作 

○視察を行った

 →オイシー・フーズ（周防大島町） 

 →井口漁協（広島市） 

○ネットワーク（繋がり）ができた 

→若い力

→「輪」ができた

○キャッチフレーズができた 

 →「出さない 拾う 海によし」 

○海ごみの実態を知ってもらった 

 →イベントでの周知 

 →毎日新聞の連載 

○プロジェクトをつくることができた 

 →干潟など 

○実際にイベント行った

 →ひろしま湾 春・秋のミーティング＆マルシェ 

ワークショップのまとめ（広島湾さとうみ創生コミュニティの成果と課題②：まとめ）

＜主な成果＞ ＜課 題＞

商品化 

企業とのコラボ 

収入のあるものを
つくる（収入源）

環境に良い商品認定＝さとうみブランド

コアになる人 
自主的→組織的 

森と海をつなぐ 

輪を活かす
もっと拡げる 世代を拡げる 

他の高校と大学に拡げる

県・自治体の施策・計画
との連携 

市民のニーズは？

バックボーン

継続するしくみ 今はとりあえずプロジェクトを「やってみた」
毎回メンバーが流動的

周知→ 
市民に本当に伝わ
ったか？

市民のニーズは？
広島湾さとうみ創生
コミュニティの 
周知不足

新しい情報発信が
必要 

経費の「見える化」が必要

海ごみ 
→「出さない」にこだわった行動が必要

他の組織との連携を図る
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ワークショップのまとめ（課題を踏まえた、平成31年度からの広島湾さとうみ創生コミュニティの実施方針）

＜課題を踏まえた実施方針＞ 

組 織 

広 報 

資 金

商品づくり 

コラボイベント 

組織の目的は？

仕切る人をつくる 全体を仕切る人
プロジェクトを仕切る人

NPO 継続性
→専従の職員 

思いの強い人

相談できる場所と人
→薄い繋がりでも来てくれる 

プロジェクト
→独自の活動 

駆け込み寺→NPO：やりたいことをやりたい人がやる
 ex) カンパト（環境かけこみ寺）→困った時に 

全体をNPO化？
（結果論としては有り）

食チームは役割分担ができ
ていた NPO化（会社？）

ボランティア

なりわい

観光資源、レジャー、賑わい
の発信 
ex)農泊、観光釣り船 

地域のメリット
地域貢献 

ホームページの開設 SNS・・・双方向書き込める

ジャーナルの発行
中国新聞やRCCにコーナーをつくってもらう 

商工会

成果のPR、見える化

クラウドファンディング

コミュニティ全体で資金を受ける 資金の受け入れ先としてNPOを設立

「さとうみ」の看板でお弁当、給食づくり
農業、林業、漁業者とコラボ
ブランド化 
６次産業化 
2020 緑化フェア →里山とコラボ

キャッチーなイベント
情報収集
県・市町への声かけ 
（山口県も参加） 

補助金 海岸清掃

課 題

課 題

課 題

課 題

課 題
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